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C（活性炭）+ HClO → CO + H+ + Cl-  …[1] 





























活性炭劣化のHClO 濃度依存性を検討した。 *  原稿受付 平成 30 年 10 月 31 日 





















(2)残留塩素計； C-201 （アズワン） 
2.2.3実験操作 































 図３に 70 時間までの出口濃度の経時変化を示す。
図の横軸は活性炭カラムへの通水時間を、縦軸は出口
濃度を示す。HClO の入口濃度が 50mg/dm3の場合には




















































































































































































































































から減少し 30 分以降は 1%前後でほぼ一定で推移し
た。開始後 30分までの分解率の変化は光触媒材料に
よるアンモニア吸着の効果を反映しているために、吸
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